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研究成果の概要（和文）： 本研究課題では、昭和期に隆盛をみせた〈軽演劇〉を対象に東京を中心とする約40
の諸機関での資料の調査・収集、関係者や遺族12人への聞き書き等の基礎調査を行った。また一次資料に基づく
軽演劇の代表的劇団の上演年表を作成し、各劇団の変遷、作品傾向を考察した。さらに一部の作品の上演分析を
行った。
　新たに発見した資料に軽演劇作家・水守三郎資料（未発表小説、台本、日記、舞台写真等）、伊馬春部が九州
の軽演劇関係者へ送った書簡、コメディアン鈴木桂介自筆回想ノート、写真「ローヤル館外観」「戦後ムーラ
ン・ルージュ新宿座外観」「戦後ムーラン・ルージュ新宿座舞台」「日劇ミュージックホール舞台」「虻鉢座舞
台」等がある。

研究成果の概要（英文）： This research project is about Japanese light comedy which showed 
prosperity as a genre of stage entertainment in the Showa period. In the research project, I 
investigated the document about the light comedy with approximately 40 engines, mainly Tokyo, and 
had interviews with related people and bereaved families. I made the performance chronological table
 of some famous companies based on a primary document, and clarified the history of the company, a 
work tendency. Furthermore, I analyzed some works.
 In the document which I discovered newly, there are a light comedy writer, Saburou Mizumori’s 
unpublished novel, diary, stage photograph, the letters from Harube Ima to a fellow trader in Kyusyu
 region, a comedian Keisuke Suzuki handwriting recollection notebook, the photograph "Royal-kan 
appearance" "postwar Moulins rouge Shinjuku-za appearance" "postwar Moulins rouge Shinjuku-za stage"
 "Nichigeki music hall stage" "Abuhachi-za stage".
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１．研究開始当初の背景 
 
欧米のステージ・ショウ（コメディ、ヴァ

ラエティ、レヴュー、ミュージカル等）の影
響を受けて誕生した日本の「軽演劇」は、戦
前・戦中を通じて大衆的な演劇ジャンルの一
つとして発展し、戦後は演劇に留まらず隣接
メディアの映画・放送、なかでもテレビに関
して多数の作品（ドラマ、バラエティ等）と
人材（作家、演出家、俳優、歌手等）を提供
した。現在の大衆娯楽文化の一つの雛型を創
出したと言うことができる。 
歴史的にみた場合、軽演劇の登場と発展は、

19 世紀後半から 20 世紀にかけて欧米で本格
化する大衆文化運動の流れに沿うものであ
り、特に戦前から戦後へと連続するアメリカ
ニズムの大衆的受容という点に於いて、舞台
娯楽での「昭和モダニズム」「大衆モダニズ
ム」の表象化だった。 
既に文学・映画等の隣接する研究分野では

「昭和モダニズム」「大衆モダニズム」の観
点から同時代の大衆文化の研究が盛んにな
され、充実した成果の蓄積が進むと共に、広
く「日本の近代文化史研究」に体系的な視点
を与える貢献がなされている。 
一方、演劇の分野では「昭和モダニズム」

「大衆モダニズム」という視点そのものが必
ずしも確立されていない。過去の軽演劇研究
に関しては、主に演劇評論家や作家による一
般書の形で進められてきており、内容的には
通史・概説に留まり、資料的には執筆者や関
係者の体験・回想に拠るところが多い。一般
に流布した通説が無検証のまま繰り返され、
基本的な事実関係の誤りが修正されずに継
承される例も少なくない。商業演劇・大衆演
劇に携わる研究者の数が限られていること
もあり、隣接する研究分野に比して研究状況
は充分とは言い難かった。 
こうした状況に対し、諸機関が所蔵する軽

演劇関連資料の状況を調査・収集し、また関
係者への聞き書きを行うことで、一次資料に
基づく「軽演劇」の基礎研究を行い、さらに
演劇に於ける「昭和モダニズム」「大衆モダ
ニズム」研究を発展させる必要性を感じた。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、昭和期に大衆的な人気を博した

「軽演劇」の主要な劇団・作品・人物に関す
る歴史資料を体系的に調査・収集し、一次資
料に基づく主要劇団の上演記録の作成、代表
的作品の上演分析を行うことで、①軽演劇の
基礎資料の充実を図ること、②演劇ジャンル
としての「軽演劇」の特徴を明らかにするこ
と、③日本の近現代演劇史及び大衆文化史の
中で「軽演劇」を定位すること、以上の三つ
を目的とした。 
特に資料面に於いては、申請者が過去に発

見・入手した新資料と新たに収集した資料を

もとに、実証的に検証・分析を進め、従来流
布してきた事実関係の誤りの修正、通説の再
検証、翻刻を行うことで軽演劇を含む商業演
劇・大衆演劇全体の基礎研究の深化を目指し
た。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、研究期間で以下の 3つの方法を
取った。 
 
①東京の諸機関・関係者に於ける軽演劇関連
資料の所蔵調査 
過去の調査・研究の過程で、軽演劇関連の

一次資料（プログラム、自筆台本、上演台本、
写真、ノート等）が日本各地の図書館・文学
館・郷土資料館等に点在して所蔵されている
ことが分かった。また関係者の遺族が所有す
る資料も、現在では孫・曾孫の代となってお
り、諸機関への寄贈や古書店等への処分を検
討している場合が多い。そこで本研究では、
主に東京の諸機関で実地調査を行い、また遺
族に対しては演劇博物館等の適切な寄贈先
を紹介しながら資料の散逸防ぎ、可能な限り
体系的な資料状況の把握と収集を行う。 
 
②主要劇団の上演記録作成 
軽演劇団は浅草の小劇場・小資本興行会社

に属したものが圧倒的に多く、どのような劇
作家・演出家・俳優が所属し、どのような作
品をいつ上演したかという基本情報の不
足・欠落が顕著である。一次資料等に基づく、
重要な軽演劇団の上演記録を作成する。 
 
③上演内容分析 
②の主要劇団の中から代表的作品を選び、

台本・舞台写真・音源・映像・劇評等から多
角的な上演分析を行い、内容を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 
研究期間の間に東京・神奈川・埼玉の約 40

の機関で調査を行い、適時資料を収集するこ
とができた。また平成 28（2016）年度にはＮ
ＨＫ番組アーカイヴ学術利用トライアル
2016 年度第 1期採択研究「映像資料による興
行街浅草と大衆芸能・演劇の表象に関する研
究」（代表：細井尚子）の研究分担者となり、
放送資料（テレビ、ラジオ）の調査を並行し
て行った。 
ただし一部の機関では、資料整理が未完だ

ったり、あるいは閲覧・複写体制が整ってい
ないとの理由から充分な資料調査・収集がで
きない場合があった。特に整理については、
年代の特定が難しい、スクラップブックに貼
られているので個々の具体的資料まで把握
できてない等の理由から演劇関連資料のみ
が整理不充分な状況が目立った。こうした現
状にどう対応するかを今後の新たな課題と
して得た。 



 遺族等への個人調査では、カジノ・フォー
リーの文芸部員だった水守三郎の遺族の協
力により、未発表小説、台本、日記、写真等
を発見することができた。カジノ・フォーリ
ー関係者の資料は、その多くが散逸・処分さ
れているため、これは貴重な発見となった。
また同資料は、これまでは俳優中心に語られ
やすかった軽演劇を脚本家の側から考察す
る上でも重要である。 
 他に新たに発見・入手した主な資料として、
コメディアン鈴木桂介自筆回想ノート（戦
前・戦中の古川緑波一座在籍時代の思い出を
綴ったもの）、伊馬春部書簡（九州の軽演劇
関係者に宛てたもの）、写真「ローヤル館外
観」「戦後ムーラン・ルージュ新宿座外観」「戦
後ムーラン・ルージュ新宿座舞台写真」「日
劇ミュージックホール舞台写真」「虻鉢座舞
台写真」等がある。 
 聞き書きは関係者、その遺族等 12 人に対
して行った。 
 調査・収集に関しては、当初の目的は大凡
達成できた。 
 上演記録の作成は「カジノ・フォーリー」
「プペ・ダンサント」「古川緑波一座」「ピエ
ル・ブリヤント」を中心に作成した。一部の
不明はあるものの、各劇団の変遷、作品傾向、
不詳だったスタッフなどを把握することが
できた。 
 研究成果として雑誌論文 12 件、学会発表 5
件、図書 8件を出した。特に日本・台湾・中
国・韓国の研究者による大衆演劇に関する国
際シンポジウムへの 3度の参加、英語による
日本演劇史書での「軽演劇」項目の執筆など
海外研究者との連携や研究発信できたこと
は、今後の研究へも繋がる大きな成果の一つ
となった。 
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